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日本人男性における有酸素能力と生命予後に関する縦断的研究
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目的　低い有酸素能力が生活習慣病のリスクファクターであることが多くの研究により確認され

ており，生活習慣病の予防に有酸素運動が寄与することが知られている。しかしながら，有

酸素能力と生命予後に関する縦断的研究は少なく，なかでも日本人を対象とした研究はみあ

たらない。本研究は，日本人における低い有酸素能力が全死因死亡のリスクファクターとな

るか調査することを目的に，縦断的研究を実施した。

方法　T社において1982年から1984年の間に最大下運動負荷テストおよび定期健康診断を受診し

た男性9,986人（平均36.7歳：19-59歳）を対象とした。これらの対象者を平均14年間追跡し，

死亡情報を把握した（総観察人年：139,836人年）。観察期間中の死亡者数は247人であった。

対象者を観察開始時の推定最大酸素摂取量で5分位に分類し，Cox比例ハザードモデルを用

いて最も低い有酸素能力群（Q1）を基準として各群の年齢調整ハザード比と年齢，BMI，

高血圧の有無，および尿蛋白陽性の有無を調整した多変量調整ハザード比を求めた。

結果　Q1に対する各群の年齢調整ハザード比（95％CI）は0.54（0.39-0.77），0.66（0.47-0.94），

0.58（0.39-0.86），0.46（0.27-0.78）であり，いずれも有意に低いハザード比であった。また，

多変量調整ハザード比は0.52（0.37-0.73），0.60（0.42-0.87），0.50（0.33-0.75），0.39（0.22-

0.67）であり，年齢以外の交絡因子を調整した後も有意に低いハザード比を示した。

　以上の結果は，日本人においても低い有酸素能力は全死因死亡のリスクファクターである

ことを示唆している。
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